


フランス料理を基本 
L して，折々の切の* 
材でもてなしてくれる 
「四季俱楽部」(嗶町 二 
丁自）。 「オマール 海老 
は生けすで®っていて、 
オーダーが入り次第さ 
ば？ます j 笑みを浮かべながら • ささやくように語 
るのはシユフの金际泰旭さんだ。梓段は物狰かな余 
埽さんも厨房に人った途锥、眼光 U 鋭い。野菜一つ 
でも人念に取り扱う嫌細さと、他の n 理人たちに m 
を飛ばす気迫をも併せもつようになる0 



Q 慢のオマール海老は炭火で網塊きするので.い 
っそう甘味が^き立つ-ソースはイタリアのワイン 
酢•バルサミコを煮つめ、 エシャロット、 はうれん 
ip のピューレを加えたもの D 堍き立てのオマール询 
老し付け合わせによく冷えた aw •菜。その対照的 
な柚感が味わいどころだ。 


撮影：栴橋一明 
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「あなたの背丈が私より小さか 
った！5から、実は、私、あなたの 
こと、ずつと見てました。夏の雨 
上がりの日でした。かつて、小さ 
かったあなたは、私の口元の S さ 
でさえ手が届かなくて、泥だらけ 
になった足で私の糠の上まで寄じ 
登ってきて、手紙を入れてくれた 
あの日も…。期待と不安の交箱す 
る中恋心の入った手紙を何か析る 
よぅなしぐ さで出しに来た日も…3 
幼稚園に遶ぅ子供さんとわざわざ 
私を見に来てくれた日も…」 

この街で起こる楽しい事件をこ 
れからも| tt に経味していたい。 
あなたの霣葉をずっと»んでいた 
い。あなたの知 E 、ウィット 、II 
m が好#だから…。 



f 讀 

































1994 - 5 -1 (月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立 JII :語ろう • 立 JII に生きよラ 


通卷118巻 


^ . J -/ | どんなにおちちやが 

1/1^/ いのか分からない 

K-P； f 一 

P 7 ンチ の^^ 


NONNA NO OUChi 


いつばいあつても、どラ遊んでい 
子どもだち。それはまだ、子ども 
悩むお ffi さんの姿だ。 

ノンナ先生が手ほどきすると、子どちだちは 
目を輝かせて遊びだす。その激かなまなざ 
しは、お S さんの心の中にも染み渡る。 
「ノンナの家」は、お®さんの成長してい< 
壩でちある。 
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多摩最大の店舗網 

みなさまの碁らしや 
ニーズに 含わせて、 

幔広いサービスに 
つとめています0 

，▼メ 多_0マィ/ C/C 

抑中嫌 

本 JS TIM 立 JII 市罐 * 12-J —《 
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そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 
リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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人がゐて、街があります B 
あなたがゐて、立川があります。 



至城保衿 rfi {曙町六丁目> の敕 
地内に、緑 1 :囲まれた白い家があ 
る。「ノンナの家」だ。長年勦めて 
いた明 fi を退いた®永日出子さん 
が「地域のお役に立てば」 t 自宅 
を寄付。昨年十月，子育て支援サ 
I クル「ノンナの家」の活動が始 
まつた。月二回•三歲までの乳幼 
児とそのお母さんを対象 1 :稲永さ 
んほか保育 19 の保母さん，#通 W 
さんたちのボランティアで運営さ 
れている。 

「ノンナ j とはィタリア薄で、 

- 1 おば*ちやん」といぅ意味だ。 
『おばあちやんのおうちに遊びに 
行くつもりで s \ 鞋に來て欲しい j 
t 「ノンナ先生」こ t 稲永さんは 
笑つて迸る。 



江戸の人口增加にょる飲科水 
確保のために作られた玉川上水。 
明治の初めには物資褕送のため 
に長さ 6IUJ 、 尺ほどの船を 
浮べていました。客人なら 
ば 30 人を乘せたといいま 
す。現在の砂川三#には 
船著き場らあり、人いに 
活用されていたのですが、 

上水の水質汚濁のために 
明抢 5 年に麻止されて I ま 
います。当時、*:京行きの船 S 
が帰りの船貨の 2 倍と岛餌だつ 
たのですが' それはどのような 
理由からなのでしょうか。 



① 柬京からの荷が®«に少な 
かつたため 

② 佾りは川べりを人夫が船を 
曳いて少いたため 

③«りは船を馬审で速 
んだため 

【4月号の答〕❸ 

明治22年、食バン1斤 
5 ar U 本酒1升]5«、 
ぅな重|人前25«の時代、 
立川〜新宿問の鉄 is 運》は 
下等で22?した*新宿まで1 
時間で行ける鋏 is は，当時から 
公共性を$した料金設定がさ 
れていました。 



今月はルミ 
ネ立川店 7F 
朝 E ギヤラリ 
，で先 S 
示された作品 
からです • 

「作つている t 本当に*しくつて、 
やめられなくなつてしまいます j 
とその魅力を来しそぅに辆るのは、 
彩人彩グル—ブを+;宰し、この道 
三十年の斉^^子さんだ•長女の 
『彩 i さんが生まれた時 •-» 何か娘 
と一緒になつて作れるものは」と 
考ぇた◊も t もと小物を^ること 
が得念だった杏木さんが•優しぃ 
風合いと日本的な®のわかる子供 
になつてくれたらといラ瞰いを込 
めて，親子で和紙人衫を作り始め 
た。以来、手のひらサィズのこの 
人形を r 彩人形』と名付け、新し 
いジヤンルを拓いてきた•国立か 
ら国分寺にも給が広がり•今では、 
五ヶ所で和紙の手づく〇人形教室 
を開催•その指導に忙しい毎日だ。 
例ぇば、*近では、苷のょぅに、 
おひなさまをひな壇で飾らなくな 
つた。スぺースをとらず、手のひ 
(Af / ^ # n • it T ^ Jn . c %■ 
もつた彩人形は，お祝いとして， 
g られた人に大変， S ばれるとい 
ラ。小さな雅を深く追求、その研 
究に今日も余念のない齐木さんだ。 


■fvf • tanr <5- vVI¥>ll 
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人は何故に山へ登るのだろうか • 
精確な答えを人®は得ていないよ 
うに思う。^ I て，そこ<:あるか 
らだ•との名！？〇があるが象をさわ 
つて壁のようなものという答え t 
似ていなくもない♦理屈を！ B えて、 
山への：は消 1 醴い。本誌の来 
年の企画で*立川から兄える山々 
をクロ—ズアッブして紹介したい 
と忍つて取材がはじまつた•とこ 
ろが， 3 月の取材では印刷の都合 
で 5 月号の発表になつてしまう。 

5月の山を5月1:兒て#くために 
は、八 r 年の5月に登って，來年の 
5 H 号に発表するのがべストであ 
ろラ。1月* 2月と順揭に進み、 
3 H 号に- M けて銪木功さんと陣馬 
山を枣いてきた參歩いていて功さ 
んの、草木や花に向ける愛 W の深 
さには -5 を卷いた。ほら' あれが 
ユリヮサビ•これがアブラチャン、 
こつちのがキランソウ。まるで. 
親戚の人か，111友の名を呼ぶよう 
<:fl 5 <(7 - r 由 f Z 2 ろ：：！ < 诃 otf 
L てくる•科坪’吊で/ R 檐枝のこと 
を黑文字ということは知<>ていた 
が、元のクロモジの4:を兒たのは 
初めてであった 企11 きが故1:尊か 
らず•を体觖した•發山家にとつ 
ては「山」ともいえない M うな W 
馬山にこれだけの宝#がある。<1: 
然の患みの大いさに、一日を满唉 
した。侧を a ぎ足のハィカ—が•通 
り過ぎて行つた。功さんと一緒で 
なければ、圚違いなく彼らと：！：じ 
足ど々だ C たであろう ♦のどけ I 
や陴馬の里に煙立つ 


【編麄：-.|!田«»片 11 || 3 |久小林|^觸川» 
名舄||真中朽$«并 3 :弘« 1 田《| 
山田 e 子 

( 1 天好& 99 «|«||{:并上||治 

スタジオ？¢ 9 相川 lea 嶙 


ノンナのおうちの一日は、午前 
十時半に始まる♦出席のシール貼 
りを済ませると，まずは自由遊び* 
ひとしきり遊んだところでみんな 
でごあいさつ”手遊びや紙芝居， 
そして侍ちに待つたお食亊。午後 
は子どもたちが遊んでいる傍らで 
お母さんたちの情報交換が行ゎれ 
る 0 

子どもたちの大好きなおもちや 
は，外の眩にも室内にも一杯。は 
じめの頃，お母さんたちは、おも 
ちやで子どもと共に楽しく遊ぶ t 
いうより、进ばせよう t していた。 
子育てに閲 1 て自分の理想と現実 
との微妙なずれがあるのだろラ。 

「どうしてなんだろう/「どこが 
遠うんだろう」と*考えあぐねる 
お母さんたち。子どもたちもなれ 
ない場所で，緊張 I ているようだ。 
一生懸命なだけに，親子共々疲れ 
てしまラのではと•心配になつた 
りした。 

『いつ L よにゆつくり，*しん 

で*げて下さい」とノンナ先生は 
一人ひと今に声をかける。 fa やか 
で優しい雰囲氣を通して、子ども 
との付き合い方がお母さんたちの 
中に伝わつていく。そ•フすると" 
子どもた t > もすつかり安心 I 切つ 
た*情を ft せるよラになつた。若 
いお母さんたちもノンナ先生を通 
して，子どもとの] H のこらない付 
き合い方を学んでいくのだろう。 

-» ここ C 来るよう C なつてから • 

0 宅でもおもちゃでよく遊ぶよう 
になりました」「子どもも楽しみに 
I ていたが•何よりも自分自身が 
勉強になつた j と、何入ものお母 
さんたちが眘びの声をあげる* 

ノンナ先生は遊んでいる子ど t 
たちから目を雌さないが•手取り 
足取り、付きつきりという訳では 
ない•子どもたちの問になにか起 
こつたとする。その場八！：でも、上 
から押さえつけるのではなくよく 
兒てあげて•自分たちで 51 付くよ 
うに語りかける。子どもは遊びの 
中でも、母との対 S を通 I て育つ 
ていく t . 吉ラ ♦ 

«後に、ノンナ先生に^ 81 の抱 
ft を聞いてみた•「生きているうち 
は子どもたちと一捃に遊ばせて t 
らつて…」とノンナ先生らしい lrc 
葉が返ってきた。 


真如苑だよ」 


先日*近くの山に入つてみると 
若々しい旬の香りがたちこめて％」 
ました。さては、と思い土を描り 
起こ I て ft る t " ひょつこ r - 顔を 
出したのは It の子です。どうやら、 
あちらこちらで芽を出し始めてい 
るょうでした*あのかわいらしい 
竹の子たちも"今はきつとにょつ 
5 りとスマ—卜な青竹に成 ft して 
いることでしょう。 

生命の雎勧を感じる五月。再如 
苑でさわやかなひと時をどうぞ。 

■日時 5 月 1323 衡 
3 時〜 5 時 

■卻 本缘、典如{玉物館をは C めと 

して映_など|&りだくさんの用* 

がしてございます A 

■お申し込み 

は「えくてび 

あん•コンパ 

- 1 オン」(本誌 

を? it してく 

れた人》へ ■ 


J 





漢字一字挿入せょ 

選んで 

□を摑む 

速きは . 

口の昏 


むかしの A •びとは物々交換が慕らしの原点だった•そ 
の素朴な習わしは、なんという押にかなった生活だった 
ろう。 0 然 r さからわない有と無とのやりと〇。生活形 
態のちがう人棰との和みあるふれあい。わずらわしい金 
钱の受け払いがないだけに、いまの文明万能社会にとっ 
ては新鮮な魅力にさえ映る。なによりも自然の®みに.® 
謝を梓げ，¢ 11 えを I のいだたゆまぬ生きざまが荚しい" 

終！ ttiis 後から 1 :年ほどの間、わたくしは魚をコメに換 
えて半•扑をたてていた経験をもつ•食わんがためににわ 
か漁師となり"ふるさ t の海でけんめいに橹(ろ}を漕い 
でいたのだ。当時この地方(三£麻•南势町)では、ァ 
ジの丸 T - し一束 <百匹) tn メー 升二 ◊ 五キロ}を交 
換していたと ae 憶する。この行為は「かえごと」と呼ば 
れていたが、なんと当を得た適切な H 本語ではないか。 

アジ t いつても 14 センチから 17 センチほどのいたつて 
の小アジである•これを丸千 I に固めれば n メに変わる 
とあつて•早朝から血まなこになって釣り<:励む毎日だ 
つた。よ<「 1 つと千は釣り<:くい」という•釣れない 
ときの！匹と，多く釣れる日でも千匹はむずかしい ， t 
いう意味だ。小アジとはいえもうひとかどの紳士，その 
日の気分しだいでいつもこちらの思うよう<:釣れるとは 
かぎらない。結局 rM : を越す釣果はたったの一度だった • 
たとえ千匹近い数の豊漁日でも、一匹を逃がすたびにこ 
み上げるその li 念さ-手もと近くから海底に选げる小さ 
な銀縝に、思わず「あっ ， n メが泳いで逃げていく」•と 
よくさけんだものだ。魚が n メ 11M えていた、これもす 
さまじい飢 . K 免)£への人間の執念に U かならない。 

シケなどの休漁日には、せつせとためた丸；：-しをかつ 
ぎ近隣 ft 家へコメとの交換に出かける。 e い.十物がず〇 
しりとした W : 承な n メ^;^わるあの充実慼。撸漕 r のマ 


メだらけの！！：手で n メ 


頃 

の 


をはつて得た 


と • 

ご 

か 



生命の種に 4 ;きがいを®じ#なよろこ- <* 

とうに海は ありが ■ T : いな*——、とどれはど 3 

自然に®： SL た •、とか。 

「»1 え」は^におそろ I い。人 [ W の複雑な情念を S い、 

i I ^ j-41 1 Jx zi •1 • I i . #1 «vd 

たされたときの快®こそはどんな快楽財宝にもまさる至 
福でもある。かつての終瞰盘後の食べもの不足の BS4 - ど， 
いまの若い liL - 代に納得を求めるのはムリだろう。どんな 
賢^にも未体鞔の感党を自覚させることは困離だからだ。 

戦争未期、 1 勤労動民学徒」だったわたしたちは、ただ 
食うことだけを考えている蛾电そのものだつた。卜五、 
六*の食べざかりに受けた空腹の怨みは、たとえ飽食の 
111 :になろうとも容 M に消え去るものではない。だからす 
ベての食については「もつたいない」、の*魴にかられて 
しまう•こころの片隅にへばりついている - 1 慢性虮娥」 

の後遘症のなせるわざにちがいない。 

同じく忘れられないのは、® Jft ^ o «*@ mArow : 
炊どんぶりだ-空) I のあい問をみて ft い行列に加わる。 
やつと热い「宝の食べもの j にありつき、宵も焼けよ， 
とばかり , ?* ft い L てまたばつ t かけ出す◊二杯 n をもの 
にせんがために再度行列に並ぶ。が、これは成功したた 
めしがなかつた。い i だにわたく L は駅弁の n メを一粒 
たりとも^さない。ラーメンの汁もよく飲む。外食のと 
さはつとめて時 IH1 をかける。「もしもあの t き**のこ 

ろ' こんなものが食べれた-/ t その軚#を苧想し 

ては楽しむ。かつて苦 1 められた「飢蛾」への仇时ちの 

つもりで、ゆつくりかみ I めるというわけだ办 

年を®ねるこ t はすばらし：/その年は遇去の$ 

だった体験を，珠玉のおもい出に換えてくれるうれ I い 

- 1 かえごと」ではないか。昨今ではこう^考える。「待て 

よ、级えをまったく知らない人の一生は、実は不幸なの 

かもしれないな^- J 、 t * 


川用： i4 . ifd け 5 


—-アィ ー! kim」T 

給明 K の11次会.ク 
ラス袋 •!• 迻迎§か 


砂川町 



「鷂足でダツシユ、ゴ —/J 高 S3U I席' 打とラか? 


三 H 十九 R 、 J1 松寄席』が pin 

椹された❶高松町の近所のお年 

本り、：，一十人を招待しての寄席。 

テレビでもお鯛染みの K 打の柳 

家さん希さん、曲独架の一.增紋 

之助さんが re ; 松会館に出演 。 Ja 

所の子供たち L 親たちまで一緒 

になって『牛\|の寄席を楽しん 

だ。この$苹な顔ぶれの秘密 

をたどると•立川市地域文 

化振興財 ra の地域文化拳 

* と L て企両を募集し、 

地元の#少年«全育成商 

松地区娄 M 会と高松町子供 

会連合会が企_、筻行にょる 

もの。「さらに地域が一つにな 

つてゆけ 

たら 」 t 

茈松町 S 

供会連合 

会会 ft の 

大野孝忐 

さんは SS 

つた。 


三月•一十七日，阪神高速湾岸 

迫路を n — スに*■ハィウェィマ 

ラ/ン&ウォ—ク 94J <兵阵 m、 

* 経新 M .- K 催)が行われ、わ 

が立川からも内出充彦さん 

が(味町. 28 逢)*足を使 

用して、ハーフマラソ 

ンに初出場 n まつたく 

ンディを®じさせず • 完走 

を*たした。身体 W 害*: stt 

センタ—で自ら莪肢裝具士 tL 

て、スポ—ツのできる義足の研 

究を {1 事とIている内 m さんだ 

が、「仲間を1 s<> た手断、自分が 

出ざるをえなくなり i して」と 

屈託ない笑顔で語った。本来の 

得意楝目は身陣者の国体記銶を 

持つほどのパタフライ•スイマ 

1。義足に人きな夢を込めて内 

田さんの挑矓は統く。 
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